
インポート

スキーマタグ付き KML から属性テーブルを取り込む

　TNTmips のインポート処理では、スキーマタグ付きの KML ファイ

ルから属性テーブル付きの CAD やベクタオブジェクトをインポート

します。KML ファイルの中にデータベーステーブル用のスキーマタ

グがあると、図形情報だけでなく、アタッチされた属性も合わせ

て CAD やベクタオブジェクトに取り込まれます。KML ファイルのイ

ンポートについて詳しい情報は、テクニカルガイドの“インポー

ト：KML ファイルから地理空間オブジェクトを取り込む（Import:

Geospatial Objects from KML）”をご覧下さい。

　インポートで KMLファイルを選択すると、CADやベクタのオブジェ

クトタイプを指定することができます。インポート処理では自動的

にスキーマタグを検知し、検知された各データベーステーブルに対

するオブジェクト名を催促されます。自動で名前を付ける場合、テー

ブルの名前にはオブジェクトの名前が使われます。KML ファイルが

スキーマタグの中にパスやプレイスマーク（点）、ポリゴンとそれ

らに関連する属性を含む場合、3 種類のオブジェクトとデータベー

ステーブルが作られます。作成されるオブジェクトの数は KML ファ

イルの中のスキーマタグによって決まります。KML ファイルからベ

クタや CAD オブジェクトを取り込む場合、自動的に属性テーブルが

作られ、テーブルのレコードは取り込まれる CAD やベクタオブジェ

クトの各要素と関連付けられます。KML ファイルにスキーマがない

場合、“Table generated by KML file（KML ファイルから作られた

テーブル）”という名前の属性テーブルは“Name”と“Description”

の 2 つのフィールドを持ちます。Name フィールドは KML ファイル

の中の要素名であり、他方 Description フィールドはグーグルアー

スの情報テーブルの内容を HTML 形式で含みます。スキーマタグの

ある KML ファイルについては、同じテーブル名ですが、デフォルト

の Name と Description フィールドはなく、スキーマタグで定義さ

れているフィールドを含みます。

インポート処理では KML ファ
イルをベクタや CAD 形式で取
り込むことが出来ます。

［インポート］ボタンを押す
と、いつものオブジェクト
選択ウィンドウが開きます。

上の図は、インポート用に選択した KML ファイルがス
キーマタグとして 2 つのデータベーステーブルを含む
ことを示しています。Population（人口）オブジェク
トと States（州）オブジェクトは各々のデータベース
テーブルに対するスキーマタグから作成されています。
States-Capital（州都）オブジェクトにはスキーマタグ
がありません。

Google Earth Pro で表示したポイントデータベーステーブル

上の図は KML ファイルから取り込んだ
要素を示しています。Population（人
口）と States（州）の 2 つのベクタオ
ブジェクトが表示されており、これら
は KML スキーマタグを使って TNTmips の
インポート処理で作成されました。デー
タチップは KML ファイルから取り込んだ
Description を使って作成されています。

スキーマタグを持たない KML から取り
込んだポイントデータベーステーブル

スキーマタグを持つ KML から取り込
んだポイントデータベーステーブル

　KML スキーマタグに関連するこの機能は、KML ファ　
　イルを Google Earth Pro で開く時にのみ有効です。

ドラフト
2008 年 3 月 20 日v74 新機能


